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î
ric

ll

r:. ...名«

!̂
1!3':̂
的

が

贫>8
;
的
0':
:̂

&,
1
2&;
6̂
 ̂

...
“

多
irt
'ni..
.

ね•’.
S

r
2

3
5

'

ぺ
，

.

.

•

 
. 

?=':
'::

■; 

服

寒
0
^
%
^
漱
#

^

费

玫

ぃ

て

 

Hi :
2̂_

v ,-



,,
«
#
學

办

象#
堆
现
故
填
敏

.
昼

《

て 

.
0 

C.
3
六)

】
；；

デ
^
;
1

校
リ
：タ
ヒ
が
、
自
然
と
人
：間
と
の
關
係
を
、
文
化
水
準
及
び
時
代
相
に
依
つ
て
制
約
さ
れ
る
も
の
と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
關

、係̂

単
純
に̂

賧
晚
ぬ
象̂1
_
だ
も
0'
'

に
坻
じ
ぜ
、̂

理
舉
觀
や
麻
加
始
：
ー

.

^

敝
進
唣̂

ン
場
合
に
於 >

て̂>
;

'*
'-

自

然

對

^

吼
( 0-_

係

は

直

霧

が
^

ひ

ど

レ

て
#

^

^

る
？

文

低

水

堪

及

び

時

代

相

は

、

*:
|€
自

然

及

び

人

聞 

.

め
兩
者
の.
ガ.
が
描
其
に
作
用
す
る
態
樣
釔
制
約
ず
る
だ
過
ぎ
*

^;
:0
;

:然
し
乍
ら
文
低
現
象
ど
樣
脱
ど
办
關
係
ぬ
關
也
芯
有
す
る
人
文
地 

べ
理
學
の
立
場
和
ら
見
れ
ば.'>'.
人
間
と_

然
：と
办_

傲
比
::
'
',

ん
間
が
紙
濟
敗
動
ぞ
の
他
の
乾
動
を
起
こ
す
場
合
に
ば
じ
が
て
：坐
ず
る
.の
で 

あ

々

で

、

，
從

づ

^

人
間
：ど
暴
ど
は
斯
が
右
锒
動
.

を
撖
&

で
間
接
的
欧
相5:

的
作
用
を
及
硭
し
合
^
.
勿
論
直
接
的
な
關
係
も
考
人 

&

枚
ぬ.
こ
と
も
な
い
。
例
へ
ば
氣
溫
に
急
激
'

に
下
向
し
た
場
合
、
人
間
が
何
の
.

行
動
を
起
こ
さ
な
い.
で
も
、
"
寒
ざ
を
感
じ
る
に
相
違
な 

K
然
し
斯
か
备
關
係
は
科
爵
故
關
傲
虼

JI
:

'

ま
り
、
冬
办
も
の
と
し
て
は
吾
々
；

0

本
來
の
硏
究
對
象
で
な
い

a

 

0
0々
 

_
心
ヾ
を 

"

持
づ̂

は

、
：文

：化

現

象

0

分
布
に
關
聯
ず
る
關
保
で
-

あ
冗
も
れ
は
常
に
間
接
的
關
係
で
あ
る
。
W-

く
し
て
こ
：の
間
乾
的
關
紙5:
媒
介 

•.

す各
.：『

|

間
項」

：^

考
察
1>.

て
薪
以
：
^

^

論
ぞ
提
唱.
じ_
た
の
が
ウ
ー
^

ッ
，ド
ブ
ォ
1

^

^
 

.

:

.‘
 

" •

，タ

ィ

ッ

渝

艺

ォ

ー

ゲ

ル

ぼ

唯

物

辨

識

法

ね

装

备

濟

地

^

^

方
法
諭
ど
し
^

崔

..

.

.で̂

る
：； &

. f
K
a
x
l

 
;

A
U
or
q
u
w
t

, w
it
t
f
o

..g
e
l, 

G
e
o
p
o
u
t
ik
l

Q
e
 

'M
a
t

f&r
ia
lls

ln
u
s

 

§

p

 

M
a
r
x
js
m

u
w
' 

u

n
t

n>
r
 

de
 

日 
w
s

«
 

::

s ?r
H

e
”

^
ir

:^
M

S
,」：

I
I
I

;J
&

r
g

a
n

^
n

;::4
&

;.^
^

s

韃
働
過
槔
2
|
1

契
機
即
ち
勞
働
カ.:.
勞
働
竿
段„

勞
働
|
^
に
真
體
化
ず
芩
こ
と
に依
つ
そ
、

M

生
齡
關
係
に
於
け
る
人
間
と 

，接
觸
す
る
ば
笔
る̂

換

言

す

れ

ば
-^

勞
働
過
程
な
る
中
間
碉
に
侬
つ
て
媒
介
さ
^

る
間
撥
的
，な
關
係
を
持0
か
で
あ
る
？
勞
働
過
程
の 

会
i

機
は
斯
んU

そ
自
然
的
側
面
ど
社
會
的
側
面
と
に
失
：々

.

分
析
さ
执
る;o
人
間
は_

然
と
全
< -

別
個
の
も

0;
-
で
は

な

ぐ

、

ほ
局
そ
れ 

」

齒
體
も
自
然
：

Q

1

部
^

ぁ
づ
ぞ
、
，唯
々
能
動
ガ
釔
有
し
馏
動
的
要
讀
と
，

]^

て
人
間t

圍
繞
1 -,-

る
@ ;

然
ど
協
定
1>

0 '

、
對

立

す

る

關

係

祀

あ
る
。
故
に
右
の
三
契
機
中
、
先
づ
第

1

に
勞
働
カ
も
自
淡
的
側
而
と
社
會
的
側
面
と
に
分
柝
さ
れ
る

o

诹
ち
そ
の
自
然
的
鲥
面
は* 

人
問
れ
坐
理.

的
#

質
'•
'
種
族
べ
W

敗
性
#

にi

る
自
戀
勞
働
能
力
と
じ̂

の
身
體
的.

气
精
神
晚
幡
質
％

.:
-
プ
.
.
.
.
.
.

.

. 

•- 

. 

- -. 
• 

... 

*
. 

-
■:
.
 

-

.. 

'
••,

■,■-■.
 

.
 
-
V
. 

, 

...:■

.
 

—

.

.
;
;
. j
.«I;«.
.':' . ..•• 
V »
•. ...、 .
»
:.
-
.
v
.
' 

，*: 
•
.
.

働
技

'
巧
及
ガ
物_

!K
:
.

依
る
興
得
的f

_

_

_

と
し
て
め.

人
则
の
廣
働
組
織
ぶ
ガ
資
格
で
、あ
る
6

虜

系

踩
((
n
.

自
然
的
側W

は
、
；土
孃
及：. 

び
水
の
性
質•

風
、
熱

•

蒸

氣
•

麓
氣
等
( 6

自
然
カ
で
あ:»

);

>>
;
:

社
會
的̂

^

社

、
人

間

，の

勞

慟

,0

所
產
セ
あ
系
機
械
及
，び
道
具
で
あ
る
。 

而
し
て
又
纂
對
象
は".

未
だ
農
馨
的
め
翁#

ざ
れ
ざ
る
植
物•

人
エ
的
に
飼
育
さ
れ
ざ
る
跸
生
の
動
物

•

及
び
す
パ
て
へ
の
，鑛

物

を

含
 

む
自
然
的
側
丽
と
、iA
問
の
勞
働
が
結
观
た
る
原
_

を
含
セ
社_

_

^

^

分
析
さ_

る
0

斯
く
し
て
こ
の
關
係
妨
次
の
：如
く
要
約
さ 

れ

る(
w

it
t

f
o

g
e

l.  

p. 

a
.  

0

•
ザ 

川 
w
 
譯
補
、f

 

前

馨

、
.

二.

七
四-
^

: ^

頁)

..

“

ハ
：

r'
:「

_
社
會
的
側
商
の
展
開
後
に
於
汍
る
勞
働
過
捧
の
三
蕋
本
契
猶

<

. 

.  

,
■

格
.

'

.

,

.

具
' 

'

て
 

“

:■
■

:
.

I

會 

I

:

_

_

、
八

：

一

^

「

’

織

|

知

：

、
•
械
/

V  :

 

:

:

:

k

, 

- 
: 
^

m

勞働に 
「瀘過; 

たる

勞
'；：!：

働

力

勞
働
宁
段

勞
働.
對
象

自

然

的

側

面

「人 _ 祭性粤 -

(生3® 的特鍵; 

種族“國民性）

然 ガ@

雛及び水の 
謹 熱 •蒸  
い電氣等）

’自然的素材、
ぐ' い..'-，. パ...'

(「人間の產業か 
ら獨立して存布 
して居るj様な）

地
理
學
の
本
質
ズ
地
理
的
規
撩
に
就
い
て

%

c
s
-t
r〕



的農域的柚
6 築丨， 现  

とSC的::
B 於づ業鼕 
がV、セの機) 
優尤め副は;

勢鋳纖丨
機 細 :tT

袖
/|.
1
的
契
機.(

自
热. 

i
,
o.
:

_)

 ̂

絕
對
的
ね
茭
齟
す
"る.

'

司.

上
、V: 

_

.
織
維.
H
i

支.
酣
的. 

な
る
間
は
抽
出
'的
契
パ 

機
は
犮
程
重
锻
な
ら

抽
出
的
議
は
今
や

非
常
に
爾
要
で
ぁ
る
，
 

原
料
供
給
の
爲
め
の 

抽
出
的
塵
菜
の
飛
躍

的
重.
獲

'.

哋
理
為
の
体
熨
ヌ
地
理

.

的
资
掠
,
就
ぃ
弋

 

«

3

执
，

r

M

O

 

*

は
自
然
と
人
湖
と
，

Q

最
も
哿
遍f

な
抽
象
的
な
形
顧̂

於
け
る
關
係
で
あ
わ
て
、
；生
產
關
係
の
：歷
史
的
發
展

A

共
に
こ
れ
等
菡
本 

的
契
機
の
饥
點
が
變
動
す
る
に
緃
つ
て
、
6

然
と.

ん
間
と
め
關
係
も
變
化
し
て
來
る
。
そ
の
變
化
は
次
の
，如

;<

要

約

さ

れ

る(

ミ
£,
 

f
o
o^
e
l, 

a
.  

a
.  

F

、s
 

5
2

2
.  

^

0

M

,

前
揭
聱

'

l  

七
六 

I
 
七
頁)

，

.  

.

_ 

. 

.
'
. 

. 

. 

- 

. 

J
v 

T 

.
1
 

• 

• 

• 

• 

-
•
•
•
:
•
• 

• 

- 

• 

.. 

.... 

i 

. 

.

.

 

-
-
. 

.

歷
史
的
發
展
過
程M

勝
け.

る
M

關
y

l
.

1

本
盼
契
機'f t

の
：自
然
的
要
素
の•
意
義
の
變
動
”

坐

產

d

m

働

力

I I

勞

働

手

段

撤採 
者集11
:令始 
狩 
獵社

m

へ自ン誓

锾然与熱
ザAilは的

的面存媒而 
分、十介.

.*

會

的

側

而
r

ぐ
，道.
*
未

議
;s
:

_

择
：的
'
側
面
：-: 

丨
殆
■ど
未
：，發
ン
達

農前 
槳資 
階本

m m

會的

'社
%

的
侧
く
:®
ン 

'...就
中
II
.

に
依
存
す
る-

_

然的側面

,
'
'
 

種
族

(

？
‘>

.
社.
會
：的

側

回
:.
,
 

,
,':
道
'
''
:.':.
具.-:.

自
，絲
的
'、側
、
面

-

f 

,
:決m

的(

土
壤
の
觀
穰
、
 

r

水

ア
.
ジ
ナ
,̂

3：

m

本

義

ifc

會

ニ

フ

T
グ
チ

機

械

r.

業

顿
會
的.
侧
.
固

.
ハ
 

‘，劃
期
的C5

社
會
的
自
然 

，力」

と
し
て
の
協
同)

社
會
的
側
面

'

.
具

^
%.
.

的
^

‘;®

*
3
-

:

ナ.—

'

社
會
的
側
面 

II
に
依
っ
て
規
诺
さ 

れ
S

科
學)

，

生
理
1

C

の
歪
曲

社.
會

的
W 

‘£

.

機

城
 

自
然
的

側

面
.

H

椠
的
：に
利
用
さ
れ 

た
る
自
然
.力
の
巨
大 

な
意
義
'

.

右
の
如
き
ウ
ィ
ク
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
理
論
は
、
經
濟
地
现
學
の
方
法
論
と
し
て
、
幾
多
の
極
办
て
重
要
な
長
所
を
持
つ
，
今
：、
經
濟

、了

'
.
.
 

•
!
*.
"• 

d 

, 

. 

. 

I 

•
.
*
* 

. 

J 

v

h

I
 

* 

• 

•

I.
/ 

: 

* 

■ 

■ 

.
\ 

.
1 

- 

• 

V 

 ̂

*
. 

•
‘ 

—

1
i 

.

1

c
l 

、

親
、象
の
場
所
的
分
布i

を
明
か
に.

し
よ
う
と
す̂

地.

理
學
的
觀
.點
に
立
つ
一

 

こ.

の
理
論
に̂

ぃ
た
硏
究
だ
進
め.

る
な
ら
ばV

必
ず

や
f

l

i

l

l

机
f

復

疑

；

5

な
^

然

し

鸾

、
潺

現

念

爾̂

^

布
ぱ
、
遺

菅

を

通

じ

て

の

自

然

と

人

間

と

.

0

關
係
を
明
如
：に
す
る
尨
と
の
み
め
依
っ
て
、
明
か
ぬ
在
れ
る
で
あ
ら
か
泯
潘
場
所
扣
文
牝
現

.

像.

の

杂

布

ど€>
:

因

果

賺

傲

ぬ

關

ず

る

ケ
 

ィI

ブ
ネ
1

ゲ
ル
ま
で
の
：理

論

は,-
'
'
す
べ
^

自
然
辫
人
間( 0

;
:
關
係
^

取
扱
各
妒
炊
货
軚0

:

た
^

抓
ち.

文
化
現
象
の
：分
布
狀
態
は
、
，
そ 

れ
衣
自
然
環
境̂

の
關
係
を
探
究
す
る̂

と
に
依
ね
で
說
明
が
に
さ
扣
奴
と
看
做
し
セ
居
た
も
ぬ
と
茇
^
て
婆
關
歡
い
汐
斯
か
る
立
場 

が
ち
す
れ
ば
、
：

.

ゥ.5

ッ
：七
フ̂

1

ゲ
ル
：の
：理
論
は
最
も
完
金
な
も
ひ
と
云
ふ
べ
き
で
れ
ら
ぅ
？
然
し
乍
ら
と

<7
),

見
解
は
、
；本
稿
に
於
い 

R

述
ぺ
ら.

れ
で
來
た̂

こ
ろ
と
明
か
に
相
違
す
る
。

に
.

‘

.

.
•

霞

'

|

|

.

義

：
地i

的

環

境

.
の

概

念

 

,
 

-
、

^

.e

人
文
祂
理
學
の
任
務
は
、
.

文
北
現
象
の
空
間
的(

場
所
的>

分
布
狀
態.
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
從0

て
そ
の
硏
究
の
中
心
は
、 

特
定
：富
觀
或
は
文
化
現
象
が
何
故
特
定
の
她

_

に.
分
布
さ
れ
て
居.
る
か
の.
問
題
に
置
加
れ.
て
：居
る0

線
尚
そ
れ
は
特
定§

場
所
^
最 

觀
或
は
文
化
現
象
と
の
■囚
祺
關
係
の
探
究
に
他
な
ら
な

い

。

同
時
に
又
景
觀
ぞ
れ
自
體
も
、
，も
の
中
に
會
禽
れ
る
文
低
現
象
作
坐
成
と 

因
果
關
係fe
あ
る
。
、

:
,
<:■
‘
•，

;'
ゾ

ぃ
 

;
.:

••

'
 

.

1

ン
'
:
ぷ 

f

滕
<

;0

て

文

化

現

象

或

は

，景

觀

を

坐

成

せ

^

め.
る
ぢ
の.
ば
，
匕
れ
を
瑗
境
或
は
外
圍
と
.

稱
す
夺
こ
と
狨
跗
我;:
1

定

^

地
表
に
於 

け
る
環
境.
衆̂

ぶ
意
味
把
を
地
理
的
齋
境
が
：食
，

と
が
出
來
を
？
絡
局
場
！

^

ば
地
域
扠
龙
似
現
翁<*
1
'
;
§

關

係

^

磁

理

的
 

環
境̂

文
化
規
象
と
の
關
係
と
一

K

ひ
直
ずm

と
が
出
來
なp..
^:

述
：§

地
ル
相1

也
ぷ
す.(

べ
で
她
现
的
琨
境
と
そ
机
虹
圍
#
れ
各
ん
間 

活
動
返
め
關
係
を
取
极
は
ぅ
と
^

た
も
の
で
私
な̂

同
翻
肊
こ(D
;

地
軋
的
環
境
扣
屢
吹
同^

麓
味
陶
肋
ひ̂

れ
1 1
1

&

咬
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>
'
;
地

理

的

伽
 

件
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;

地
观
的
要
闪
等
沉
办
石-:

°

诞
に
場
合
に
依
っ
て
は
、
地
的
朿
蚬
性
と
3

で
表
辄
さ
れ
る
こ
と
も
軚
る0 :
^

0

ゼ
^

地

瓔

_

衝

境

と 

M

ひ
地
理
的
條
件
或
は
地
理
的
要
因
ど

1
K

ひ
、
-

殆
ど
如
何
な
るS

N

ロ
に
於
い
て
も
、
ん
間
活
動
の
.

結
梁
で
な.
い

所

與

の

自

然

"

(

氣

候
* ;

地
理
學
の
本
質w

垴
理
的
琅
撩
1C
就
i
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地
理
擧
の
本
贫
ミ
地
理
盼
瓚
簦

r

篦1

で

四

〇

(

0

0
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地
形 
>
 逍
薄
r
f
水
取
等
^

の
意
味
に
，用
ひ
汐
れ
セ
思
左
々
地
理
的
環
激
•■
:
* :
现
的
條
件V

地
理
时
嚴
励
ど.
；̂
 
.ふ！

^

时
亂
歡
• 

自
蔗
的
條
¥
す_

然
的
要
因.
ど
:̂.

ぶ
言
葉
と
:'
;

極
め
负
4
雜
作
に.
_
«
へ』

れ
る
匕
と
扒
普
通
で
^̂

瘍
所
的
分
澉
を
決
定
1>.
で
來
る
環
境
ヵ
^
自
然
尥
め
_̂

办
石
§
で
ぁ
る
か
、.
或
ば
文
W
景
觀5

環
壤
ど
鉍
玢
以
4_

&
然

ど

同

.
|
.
驄 

^
浴
も.
の
龙
あ
る
か
4
或
：ぼ
地
珊
學
</
),
究
明
す
4
靶
觀
圍
を
在
ど
に
限
定
ず
る
も
0.
か
、-
そ
の
い
づ
れ
か
一
つ
分
が
ふ
見
前
姬
じ
だ
策 

種
0
地
人
^

^
|

^
例
ポ
を
な
す
も
0.
で
な
い
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デ
；ィ.
r
K
リ
タ
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1
0:
如
き
ぼ
-;.
>
ぞ
01
定
式
に
明
か
に
承
さ
れ
た
通
1)
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、*

境
ど
1>
.セ 

原
输
景
觀
と
文
化
景
觀
お
の
兩
齊
を
擧
げ
乍
ら
，
文
化
景
觀
も
環
檄
，ど
齡
を
^

|

燄
^

炊
峙
部
と
看
做
尤
ま
の
：で
が
：
$

論
を_

自
然
在
人
間
と
の
交
互
作
用
し
、

「

環
境
の

'
自
然
力.

と

人

間

力

と

の

_

値

的

'»-
.交
亙
作
用
を
取
扱
ふ
も
の
と
し
て
居
り
、
又
、
文 

化
段
階
及
び
經
濟
段
階A

文
化
景
觀
及̂

避
濟
景
觀
に
就
：い̂

論
は
て
；居'
を
に
拘
ら_

ホ
、
と_

^

環
徵
4

し
ぞ_

述
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^
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齊
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^

地
理
的
環
境
な
る
概
念.
は
、
上
述
し
た
と
こ
ろ.
で
明
か
な
通
り
、
.所
與
の
自
然
環
境
の
み
で
な
く
、
人
間
活
動
の
結
果
た
る
文
化
環 

境

^
•%
含

患

ね

ば

な

ら

な

s
o
S
れ
は
皐-
な
‘
用
語
上
の
：問
題
で
は
な.
い
。
'地
理
的
環
境
と
い
ふ
言
葉
が
、
自
然
環
境
と
い
ふ
意
味
に 

用
ひ
ら
れ
や
う
と
1
自
然
及
び
文
化
齋
境
^
兩
素
0.
意
:̂

用
ひ
ら
拃
ゃ
5.
;
乜

、
，
.
'
そ

れ

が

單

に

用

語

^
の

差

異

か

止

：ま

：
み
な

.
ら

ぼ

，

さ
し

め
る
か
の
相
違
は
P
と
b
も
想
ぼ
さ
ず
地
理
學
め
探
究
す
崙
肉
®
關
係
鉍
@-
然
對
文
化
.現
象
0;
間

ゆ

求

め

る

か
^'
ゆ

餘

然

環

境

及

び

文
 

化
環
境
の
■兩
者
と
文
化
現
象
と
の
間
：

E

求
め
名
が
の
相
違
で
あ
る
0;
:.こ

0:
:
意

味

ね

於

い

て

地

：
理

的

環

境

な

る

概

念

の

問

題

^
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地
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恶
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^
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ハ
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ぉ

自

然

證^

文
化
現
象
と
の
關
係
疼
の
み
考
察
を
限
定
贫
る
匕
と
は
、
そ
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>

现_

努
取
に
良
然
摄
境
ひ
カ
の

^

を

藍

要

視

.す

る
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‘
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ご
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^
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境
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然
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；
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境
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ぬ
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ル
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^
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參
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潘
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、
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環
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弩
の
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铁
れ
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對
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わ
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^
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ふ
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靖
1
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ね
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^
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緊
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徼
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變
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人
冕
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べ
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ヒ.
ろ
で
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ス
；解
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マ-
•,.
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ー
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の
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き
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靈

勝
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餐

合

は

、

文

化

.環

境
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し

て

の

意

蕾

更
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放
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益
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業
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象
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ポ
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然

環
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1

實

が

，
§
0

特

色.
の
形.
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ら
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御
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翁

象

気

梁
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^
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奮
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合
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あ
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ゆ
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ぃ
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ビ
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農
業
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場
合
を
見

.
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も
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灌
漑
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主
な
る
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;

免
敗
下
；に^
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い
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政
治
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依
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^
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^
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環

象

ど

し

て

#
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地
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於
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化
現
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居
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1
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1>
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張
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1
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^

^
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に.

自
然
環
境

i!
り
說
明
し
得̂

と
：
主

張

ず

.

石
か
も
知：̂

い
A

M .
U

乍

ば

綹

局
1

1

切
の
#

象
を
自
然
よ
り
出
發
1 >
;:

で

說 

明
せ
ん
と
す.

る
地
现
的
唯
物
論
に
隨
す

.

る
，も̂

と
云
ふ
；べ
き
で
あ
；る'

右
に
依
づ.
て
明
か
な
如
<

、.
單
ぬ
自
然
的
瑗
境
，の
カ
の
'み.
を
^
@;
視
$
る
が
爲
め
に
文
化
環
境
を
無
視
す
る
立
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が
，あ

る

と

す

れ

ば

、 

.
そ
れ
は
疑
び
も
な
く
誤
り..で
あ
る
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又
文
化
景
觀
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度
環
境
ど
^

^
や
$
れ
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紙
環
樣
^
剛
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|_

^
る
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^
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然
齋
歡.
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固
定
烛
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突
化
環
境
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埤
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碁
ぐ
兩
宥
の
求
質
的
鍪
興
^
無
視
す
ざ
^

の
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あ

り

、

更

に

又

地

垭

寧

；の

_

5:
'
良
然
^
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-
間
'$
の

關

係

鳴(0.
:み
限
定
し
よ
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と
す
る
立
場
が
あ
る
，と
す
れ
ば
、
ぞ
れ
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、
文
化
現
象
に
釙
す.
る
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々
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認
！1

に

對

じ

て

、
一
地

I
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得
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極

め
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ら

し

め

る
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あ
る
。.
，
斯

く

し

て

結

局

、
：
靡

理

的

&
境
へ
文
化
«
罾
ぎ 

光.
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翁
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す
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す
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問
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現
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環
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れ
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又
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。
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定
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化
；現̂
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す
る
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圍
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か
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定
0

現
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環
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し
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ね
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ら
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硏
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手
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